
会
　
告

　
昭
和
五
十
五
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
十
一
月
二
日
（
潤
）
午
後

一
時
よ
り
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
公
開
講
演
は
上
横
手
雅
敬
、
今
津
晃
の
両

氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に

終
り
ま
し
た
。

　
院
政
時
代
の
武
士
　
　
　
上
横
手
雅
敬
氏

　
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
市
民
的
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
　
晃
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ

た
秋
季
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
次
の

各
氏
の
役
員
退
任
な
ら
び
に
新
任
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
退
任
　
監
事
、
横
田
健
［
。
評
議
員
、
岩
見

　
　
　
　
宏
　
菊
地
利
夫
　
竹
田
憾
寝
（
死
亡
）

　
　
　
　
千
代
田
寛
（
死
亡
）
　
西
山
勤
二
　
藤

　
　
　
　
原
利
一
郎
。

　
新
任
　
監
事
、
岩
見
宏
。
評
議
員
、
伊
藤
道

　
　
　
　
治
　
狩
野
直
禎
　
楠
瀬
勝
　
隅
田
哲

　
　
　
　
司
　
野
沢
秀
樹
　
山
岸
義
夫
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

昭
和
五
十
五
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

「
院
政
．
時
代
の
武
士
」

上
横
手
雅
敬

　
源
為
義
は
は
じ
め
白
河
法
皇
や
鳥
羽
上
皇
に
従

っ
た
が
、
反
社
会
的
行
動
が
多
く
、
再
三
処
罰
を

蒙
っ
た
。
保
延
三
年
目
検
非
違
使
・
左
衛
門
尉
を

辞
し
た
の
も
、
実
は
解
官
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
失
地
回
復
を
め
ざ
す
為
義
は
、
摂
関

家
の
忠
実
・
顧
長
父
子
に
接
近
し
た
。

　
為
義
の
長
男
義
朝
は
、
父
の
命
で
坂
東
経
営
に

あ
た
っ
た
が
、
や
が
て
上
洛
す
る
と
、
父
と
は
別

に
鳥
羽
法
皇
・
待
賢
門
院
に
近
づ
い
た
。
そ
の
契

機
は
、
妻
の
実
家
で
あ
る
熱
田
大
宮
司
象
が
院
の

近
臣
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
義

朝
は
、
坂
葉
経
営
の
成
果
を
父
に
は
渡
さ
ず
、
子

の
義
平
に
委
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
て
為
義
は
、
子

の
頼
賢
を
都
で
の
後
継
者
と
し
、
義
賢
・
義
憲
を

坂
東
に
下
し
た
。
こ
う
し
て
為
義
と
義
朝
は
、
京

で
も
坂
東
で
も
競
合
し
た
。
久
寿
元
年
か
ら
二
年

に
か
け
て
、
為
義
・
頼
賢
が
解
官
さ
れ
た
の
は
、

鳥
羽
院
政
が
摂
関
家
の
武
力
で
あ
る
為
義
父
子
に

加
え
た
圧
迫
で
あ
り
、
義
朝
の
子
の
義
平
が
、
為

義
の
子
の
義
賢
を
武
蔵
で
討
っ
た
の
も
、
為
義
派

と
義
朝
派
の
対
立
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　
為
義
・
義
朝
の
対
立
は
き
び
し
く
、
そ
の
郎
党

も
別
箇
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
近
江
で
は
佐
々

貴
山
氏
が
為
義
派
、
宇
多
源
馬
系
の
佐
々
木
氏
が

義
朝
派
で
あ
る
。
義
朝
派
が
鎌
倉
幕
府
を
創
め
た

主
流
派
で
あ
る
の
に
対
し
、
為
義
派
は
平
氏
全
盛

期
に
も
命
脈
を
保
っ
た
も
の
の
あ
る
一
方
、
鎌
倉

時
代
に
な
っ
て
も
振
わ
ず
、
傍
流
の
途
を
歩
ん
だ
。

　
保
元
の
乱
で
は
皇
窪
、
摂
関
家
、
源
氏
、
平
氏

ら
が
分
裂
し
て
争
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
流
だ

け
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
院
政
（
鳥
羽
・
後
白
河
〉
・

乎
氏
対
摂
関
家
（
忠
実
・
頼
長
）
・
源
茂
（
為
義
と

子
供
た
ち
）
の
争
い
で
あ
り
、
結
局
乱
の
本
質
は

院
が
摂
関
家
を
破
っ
た
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

源
氏
で
は
義
朝
だ
け
が
、
坂
東
武
者
を
組
織
し
つ

つ
独
立
行
動
を
と
り
、
院
政
側
に
つ
い
た
の
で
あ

る
。　
な
お
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
所
蔵
の
平

松
文
書
中
に
含
ま
れ
る
兵
範
船
齢
簡
約
百
枚
を
調

査
し
た
結
果
、
現
在
京
都
大
学
お
よ
び
陽
明
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

古
写
本
と
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
仁
安
二
年
二
月
、

嘉
応
元
年
七
月
、
八
月
、
十
一
月
、
承
安
元
年
七

月
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
未
刊

144 （エ44）



の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
刊
を
急
ぎ

ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
市
民
的
自
由

今
津
　
　
晃

　
あ
る
国
に
「
出
生
ま
た
は
帰
化
し
、
そ
の
管
轄

権
に
服
す
る
者
」
　
（
市
民
）
の
基
本
的
自
由
が
、

選
挙
権
や
公
職
に
つ
く
権
利
と
い
っ
た
政
治
的
自

由
の
他
に
、
言
論
と
集
会
の
自
由
、
良
心
と
思
想

の
自
由
、
財
産
を
駈
有
す
る
権
利
と
身
体
の
自
由
、

恣
意
的
な
逮
捕
や
差
し
押
え
か
ら
の
自
由
を
意
味

す
る
と
す
る
な
ら
ば
（
冒
重
重
乱
。
・
・
箆
§
魯
莞

ミ
旨
襲
§
・
お
鐸
や
9
）
、
元
の
合
衆
国
憲
法
、
と

り
わ
け
憲
法
修
正
一
〇
ヵ
条
（
一
般
に
連
邦
権
利

章
典
と
よ
ば
れ
る
）
は
、
政
治
的
自
由
以
外
の
、

右
に
列
記
し
た
自
由
の
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
。

連
邦
権
利
章
乱
興
が
ア
メ
リ
カ
市
毘
的
自
由
の
原
典

と
さ
れ
る
所
以
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
章
典
に

欠
落
し
て
い
る
の
は
、
法
の
ま
え
の
平
等
と
い
う

平
等
条
項
に
す
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
、
平
等
条
項
が
元
の
合
衆
国
憲
法
に
も

連
邦
権
利
章
典
に
も
欠
落
し
て
い
た
と
い
う
事
実

は
ま
さ
し
く
重
大
で
あ
り
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ

史
に
暗
い
影
を
投
ず
る
こ
と
と
な
る
。
南
北
戦
争

そ
れ
自
体
が
、
平
等
条
項
を
生
み
だ
す
た
め
の
陣

痛
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　
確
か
に
平
等
条
項
は
、
戦
後
再
建
の
第
一
計
画

と
さ
れ
る
憲
法
修
正
第
一
四
条
の
中
に
導
入
さ
れ

た
。
だ
が
修
正
第
一
四
条
が
連
邦
議
会
を
通
過
し

た
後
も
、
そ
の
確
定
公
布
に
二
年
の
歳
月
を
か
け

た
こ
と
は
、
戦
後
の
再
建
が
い
か
に
難
早
業
で
あ

っ
た
か
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
修
正
第

一
四
条
に
み
ら
れ
る
、
平
等
条
項
や
連
邦
権
利
章

典
の
州
へ
の
適
用
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

以
後
も
黒
人
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
り
続
け
た
し
、

ま
た
そ
れ
ら
の
平
等
な
り
権
利
な
り
の
規
定
が
、

い
わ
ゆ
る
「
金
ぴ
か
時
代
」
を
反
映
し
て
、
と
り

わ
け
会
社
法
人
の
利
益
擁
護
に
役
立
て
ら
れ
て
い

く
。　
な
る
ほ
ど
第
一
次
大
戦
を
へ
て
一
九
二
〇
年
代

に
は
、
連
邦
権
利
章
典
や
修
正
第
一
四
条
を
広
い

人
身
上
の
権
利
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
そ
う
と
す

る
機
運
が
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
る
二
つ
の
判
決

（一

纉
�
ﾜ
年
）
に
現
わ
れ
て
は
い
る
沿
し
か
し

な
が
ら
、
平
等
条
項
が
誕
生
し
た
後
も
実
に
久
し

き
に
わ
た
っ
て
、
平
等
と
は
市
場
で
の
機
会
の
平

等
だ
と
し
て
狭
義
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
が
、
ア

メ
リ
カ
史
の
主
潮
流
で
あ
っ
た
。
本
発
表
は
主
と

し
て
、
南
北
戦
争
か
ら
世
紀
転
換
期
に
い
た
る
ア

メ
リ
カ
市
民
的
自
由
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

編
　
集
　
後
　
記

　
今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
豪
雪
に
悩
ま
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お
す
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　
六
四
巻
第
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
に
は
、

第
一
次
大
戦
中
・
後
の
日
中
関
係
、
豪
健
中
国
の

兵
制
、
イ
ギ
リ
ス
中
世
の
都
市
、
　
一
九
世
紀
末
ド

イ
ツ
の
農
民
運
動
と
、
時
代
、
内
容
と
も
に
ヴ
ァ

ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
テ
ー
マ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

充
分
に
御
検
討
下
さ
い
。

一軌

ｸ
箪
二
朋
二
語
舗
定
価
九
〇
〇
円

　
由
又
　
　
　
　
林
　
　
　
（
第
六
四
巻
第
一
暑
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人

印
刷
所

史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

理
事
長
　
樋
　
口
　
隆
　
康

京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

中
村
印
刷
株
式
会
社
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